


そこで、本研究は保育所における食事・栄養管理を必要とする児童への給食対応を明らかに

すること、及び児童が摂取している給食の栄養量を評価することを目的とした。

【方法】

食物アレルギーに関連しない体調不良・病児及び食物アレルギー児への給食対応に関する検

討では､神戸市内の公立保育所及び民間保育所に対して郵送による2回の質問票調査を行った。

第1回調査では、 174施設のうち113施設より回答（回収率65%）があった。第2回調査では、

第1回調査時に記名回答のあった87施設に質問票を送付し、そのうち38施設より回答（回収

率44%）を得た。

食物アレルギー児が摂取している給食の栄養評価に関する検討では、神戸市内の民間保育所

（29施設)から1ケ月分の非食物アレルギー児のための基本献立表及び食物アレルギー児のた

めのアレルギー対応献立表を直接入手し、これらの献立表から1食あたりの給与栄養量（エネ

ルギー、たんぱく質、脂質、炭水化物、ナトリウム、カルシウム、鉄、ビタミンA、ビタミン

B1、ビタミンB2、ビタミンC、食物繊維）を算定した。アレルギー対応食には、除去食（アレ

ルギー原因食物を除去した食事） と代替食とがあるが、児童の栄養面を考えれば除去食よりも

代替食が優れていることなどから、本研究では代替食対応を行っている施設を対象とした。な

お、保育所は給食として、昼食の他に間食も提供しており、これらを合わせて1食とした。

【結果】

食物アレルギーに関連しない体調不良・病児への給食対応では、保護者が保育所に要望して

いる給食への酉礪は、風邪や下痢などのとき及びその回復期への対応が最も多く、その他に腎

臓病､慢性胃腸疾患､及び流動食への対応があった。このような保護者の要望は､管理栄養士・

栄養士の配置有施設の方が無配置施設よりも多かった。保育所は、このような要望に種々の配

慮でほぼ全てに応え、場合によっては、保護者からの要望がなくても給食への配慮を行ってい

た。

食物アレルギー児への給食対応では、代替食について多くの具体的な事例を得ることができ

た。また、食物アレルギー児の誤食を防ぐために、保育所の職員は調理や配膳時に多くの工夫

や方法を採っていた。職員は誤食を防ぐための情報交換を互いに行うばかりでなく、他施設と

の間でも情報交換を行っていた。さらに、多くの施設では、食物アレルギー児が非食物アレル

ギー児と異なった食事を摂っていることに対する精神的配慮も行っていた。

食物アレルギー児が摂取している給食の栄養評価では、牛乳・￥喫品アレルギー以外の食物

アレルギー児の給与栄養量は､非食物アレルギー児の給与栄養量とほぼ同等であった｡しかし、

牛乳・￥畷品アレルギー児の給与栄養量は、特にカルシウムとビタミンB2において、非食物ア

レルギー児におけるよりも低値であった。

【結論】

保育所における食事・栄養管理を必要とする児童への給食対応の検討によって、保護者から

の具体的な要望や給食提供側の配慮､工夫､代替食の例を明らかにした｡保育所の給食体制は、
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て新規性、創造性が認められることから、論文審査委員会は、本論文は博士（食物栄養学）の

学位に相当する論文であると判断した。

試験の結果又は学力の確認の要旨

平成26年2月6日、論文審査委員会は､論文内容及び関連領域の知識に関して口頭試験によ

る学力確認を行った。また、外国語（英謁力について、 口頭試験を行うとともに、本論文の

英文要旨の評価も併せて行った。その結果、論文内容・知識・語学力に関する各質問に関して

適格な回答があり、 さらに英文要旨も適切なものと評価されることから、博士としての学力は

十分であると判断した。

公開博士論文討論発表会の結果

平成26年2月6日、論文審査委員会の主催により学位論文の発表会を本学須磨キャンパスC

館318号室で午後5時から公開にて開催した。多数の出席の下､論文内容の発表(約40分）と

それに対する口頭試問（約30分）を行った。試問は、体調不良・病児への給食対応の現状、食

物アレルギー児に対する食事からの原因食物除去の実施根拠、栄養評価の正確性、牛乳・享喫

品アレルギー児に対する代替食､食物アレルギー児に対する給食対応についての今後の具体案、

など計8項目があり、その他に研究に関するコメントもあった。試問に対しては口頭での回答

に加え、 1週間後に提出された口頭試問の回答書（別紙）で補足された適切な回答があった。

これらの点より、当該領域における博士としての十分な知識とプレゼンテーション能力を有し

ていることを確認した。

総合結果

平成26年2月20日、論文審査委員会のうち外部審査委員を除く研究科所属の3名は、学位

論文の審査結果、試験の結果、及び公開博士論文討論発表会の結果を、外部審査委員から寄せ

られたコメントと併せて、総合的に審議した。その結果、 3名は一致して、提出された論文は

博士（食物栄養学）の学位に相当するものと判断した。その判断はまた、2月24日外部審査委

員によっても同意され、論文審査委員会全員一致の結論となった。
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